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以上のことから、削減防除体系では寄生蜂が保護されることにより、リンゴワタムシの発生は寄生蜂によって
抑制されることが明らかになった。寄生蜂を保護しながらリンゴワタムシを防除する方法として、寄生蜂に影響
の少ないアセタミプリド（高機能展着剤を加用）を使用することが効果的であると考えられた。

リンゴワタムシに対する防除効果は、アセタミプリド（モスピラン水溶剤2,000倍）に高機能展着剤（サブマージ
3,000倍）を加用した場合は、マラソン（マラソン乳剤2,000倍）に比べ劣るものの、実用性はあると判断された。

慣行防除体系（殺虫剤の使用回11回）におけるリンゴワタムシの発生は殺虫剤散布期間中は少なかったが、
散布終了後（９月）から増加した。その後、寄生蜂に対する殺虫剤散布の影響が長期間に認められるため、寄
生蜂の寄生率は上昇することなく推移し、リンゴワタムシの発生は削減防除体系よりも多かった。

削減防除体系（殺虫剤の使用回数３回）におけるリンゴワタムシの発生は、５～12月までみられた。７月中旬か
ら寄生蜂（ワタムシヤドリコバチ）の寄生率が上昇し、その後、リンゴワタムシの発生は寄生蜂により抑制され
た。

リンゴワタムシの発生消長および寄生蜂を活かした防除法
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要旨
　交信かく乱剤を基幹防除としたリンゴの殺虫剤削減防除体系では、リンゴワタムシやカイガラムシ類などのマイ
ナー害虫の発生が徐々に顕在化してきた。そこで、殺虫剤の散布回数が異なるほ場においてリンゴワタムシとその
寄生蜂の発生消長を比較し、寄生蜂を活用したリンゴワタムシの防除法を検討した。
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